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平成２７年１月から７０歳未満の人の高額医療費
自己負担限度額が変わります

７０歳未満の人がいる世帯の高額介護合算療養費も変わります

　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったときに、申請により自己負担限度額を超え

た金額が高額療養費として支給されています。平成２７年１月からは、７０歳未満の人の自己負

担限度額を判定する所得区分が細分化され、それぞれの所得に応じた負担となるように下表

のとおり限度額が変更されます。（住民税非課税世帯や７０歳以上７５歳未満の人の限度額に変更

はありません）

　なお、この変更に伴い、平成２７年１月以降新たに７０歳となる国民健康保険被保険者が属す

る世帯の区分判定の基準も一部見直されます。

■現行　平成２６年１２月まで ■平成２７年１月から

所得区分 ３回目まで ４回目以降 所　得　区　分 ３回目まで ４回目以降

上位所得者
……（Ａ）

１５０，０００円
＋医療費が
　５００，０００円

を超えた場合
は、その超え
た分の１％

８３，４００円

２分化

上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える
……（ア）

２５２，６００円
＋医療費が８４２，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％

１４０，１００円

総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下
……（イ）

１６７，４００円
＋医療費が５５８，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％

９３，０００円

一　　　般
……（Ｂ）

８０，１００円
＋医療費が
　２６７，０００円

を超えた場合
は、その超え
た分の１％

４４，４００円

２分化

一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下
……（ウ）

８０，１００円
＋医療費が２６７，０００円

を超えた場合は、
　その超えた分の１％ ４４，４００円

総所得金額等が
２１０万円以下
……（エ）

５７，６００円

住民税
非課税世帯
……（Ｃ）

３５，４００円 ２４，６００円
変更なし

　住民税非課税世帯
　……（オ）

３５，４００円 ２４，６００円

７０歳未満の人の自己負担限度額（月額）

７０歳未満の人の合算した場合の限度額（年額）

　医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合は、国民健康保険と介護保険の

限度額をそれぞれ適用した後、自己負担の年額を合算して限度額を超えた金額が申請により

高額介護合算療養費として支給されています。今回の高額療養費の見直しに伴い、下表のと

おり算定基準額などが変更されます。

■現行 ■計算期間＜平成２６年８月～平成２７年７月＞ ■計算期間＜平成２７年８月以降＞

所得区分 限度額 所得区分 限度額 所得区分 限度額

上位所得者 １２６万円

２分化

上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える

１７６万円 上
位
所
得
者

総所得金額等が
９０１万円を超える

２１２万円

総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下

１３５万円
総所得金額等が
６００万円を超え
９０１万円以下

１４１万円

一　　般 ６７万円

２分化

一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下

６７万円 一

　
　般

総所得金額等が
２１０万円を超え
６００万円以下

６７万円

総所得金額等が
２１０万円以下

６３万円
総所得金額等が
２１０万円以下

６０万円

住民税　　
非課税世帯

３４万円
変更なし

住民税非課税世帯 ３４万円 住民税非課税世帯 ３４万円

※上位所得者…国保税の算定基礎となる基礎控除後の「総所得金額等」が６００万円を超える世帯
　　　　　　　所得の申告がない場合も上位所得者とみなされます
※４回目以降…過去１２カ月以内に同一世帯で限度額を超えた支給の回数が４回以上あった場合

問い合わせ先：健康増進課国民健康保険係　　☎２３−３９２７

問い合わせ先：健康増進課国民健康保険係　　☎２３−３９２７

　　　　　　　社会福祉課介護保険係　　　　☎２３−３９６８
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